
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月園だより 

 

令和5年１０月２日 

第第三ひもんや保育園園長 

園 長   

 

リズム遊び～幼児編～ 

～10月の予定～              ～１１月の予定～ 

運動会        （２、３、４、５歳児）   

芋ほり遠足   （４、５歳児）       

内科検診    （０、１、２歳児） 

内科検診    （３、４、５歳児）     

幼児お楽しみ会（３、４、５歳児） 

身体計測・避難訓練 

 

焼き芋会  

歯科検診 （全園児） 

乳児お楽しみ会 

交通安全指導（５歳児） 

身体計測・避難訓練 

どの年齢の子どもたちも、全身で音楽を楽しみながら体を動かすリズム遊びに取り組んでいます。 

今月は幼児クラスが運動会でも披露する『とんぼ』のリズムを紹介します。 

 

両手をとんぼの羽に見立てて広げて、風を切って走ります。

勢いがあるのがとんぼのリズムの楽しいところです。 

今年の運動会では3，4，5歳児で止まるときの

ポーズを変えているのも見どころです。 

3 歳児 

両手を広げ、片足を後ろに引いて 

バランスをとっています。 

 

4歳児 

座った状態で足をあげながら、 

バランスを取ります。 

腹筋を使ったポーズです。 

 5歳児 

両手を床につき、顔を上げた状態で 

片足をきれいに伸ばします。 

新年度が始まってから早くも半年が経ちました。今月は、いよいよ子どもたちが楽しみにしている運動会が控

えています。今年度より２歳児クラスも加わり、子どもたちが日頃から慣れ親しんだ園庭で行います。先日２歳

児クラスから５歳児クラスまでの全員で総練習を行いました。これまで毎日の活動に加えて、運動会の取り組み

を少しずつ積み重ねてきました。そんな子どもたちの様子は、日に日にやる気に満ちていると感じます。お兄さ

んお姉さんの姿を見て手拍子をしながら、きらきらとした目で見つめる２歳児の姿や憧れの眼差しでじっと見入

る３歳児、来年は自分達の出番だと言わんばかりに控え席で踊りを真似する４歳児、そして２階のテラスでは０

歳児、１歳児もその雰囲気を楽しんでいます。５歳児クラスは、プラカードを持ち入場の誘導や「始めの言葉」

「終わりの言葉」など色々な役を務めます。競技以外にもやる事が沢山ありますが、任されることを喜び、はり

きって行う姿はさすが年長児だと感じます。何より、おうちの方に立派な姿を見てもらうことを楽しみにし、期

待が高まっています。子どもたちがわくわくした気持ちで競技に取り組み、今ある力を充分に発揮出来るように

関わっていきたいと思います。当日は「楽しい」「やりたい」「がんばった」という満足感と達成感を感じる事が

出来る一日にしたいと考えております。保護者の皆様の温かい応援をよろしくお願いいたします。 

 



 

 

                 「もういっかい」 

子どもたちは好きな玩具を使って保育士との関わりを楽しんでいます。好きな遊びの一つにトンネ

ルくぐりやマットの山の昇り降りがあり、体を使って遊ぶことが大好きです。ある日トンネル遊びを

していると、トンネルの入り口と出口から子どもが中を覗き込んでいます。トンネルの向こう側に保

育士や友達が見えると「ばー」と声をあげて喜び、顔を見合わせて満面の笑顔です。もう一回と指を

立ててアピールする姿も見られるようになりました。一緒に過ごす中で相手への興味や関心が深まっ

ていることを感じます。また、自分の近くで遊ぶ保育士や友達を見て、何をしているのかなというよ

うな表情で覗き込み「んん」と言いながら自分も同じ玩具を使いたいことを伝 

え、渡してもらうと満足そうです。一緒にいる事や好きな玩具、同じ遊びを 

繰り返しながら「楽しい」「もう一回」という一人ひとりの気持ちに共感して 

いきます。 

「バイクでお出掛け」 

パック積木を並べて乗り物を作り「ブーン」と運転を楽しんでいた子のところに「なにしてるの」

と友達が声を掛けています。「バイクのってるの」「○○ちゃんもバイクつくりたい」と同じように作

り始めました。「バイクかっこいいね、どこにおでかけですか」と保育士が声をかけると「おかいもの

いくの」「ぼくも○○○にいくんだ」「ブンブーン」と 2 人で出発です。「ついたよ」とバイクから降

りるとバッグを持ってままごとコーナーへ行きお手玉やらビーズの棒をたくさん入れてバイクに戻っ

てきました。「ポテトかってきたんだ」「○○ちゃんはチョコかったの」「おいしいよ○○ちゃんもポテ

ト食べる」「うんおいしいね、はいチョコあげる」「ありがとう、おいしい」 

とやりとりしながら嬉しそうに食べていました。友達とのやりとりを楽し 

みながら、イメージした事を形にして更に遊びが広がっていく関わりを大 

切にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            「いっしょが嬉しい」 

「こんちちはー（こんにちは）」と言いながらおんぶしていた人形を下ろし「げんきです。かわりない

です」と言って保育士に渡します。「はーい。お預かりしますね」「おねがいします。いってきまーす」

と、保育園での受け渡しの様子を再現し、保育園ごっこを楽しんでいます。友達の遊んでいる様子を

見て、いそいそと人形を抱え、同じように保育士に人形を手渡しています。しばらくそれぞれが保育

士とやりとりをしていたのですが、いつのまにか「いこう」と子ども同士で声を掛け合い、ペットボ 

           トルや電話に見立てたかまぼこ板をバックに入れてお出掛けごっこに変わっ

ていきました。友達に興味や関心がでてきて友達と一緒に同じ事をするとい

うことがたまらなく嬉しいようです。子どもたちの自由なイメージや遊びを

大切にしつつ、友達と一緒に遊ぶ事の楽しさを感じられるように関わってい

きます。 

０歳（ありんこ組） 

 

１歳（ちょうちょ組） 

２歳（てんとうむし組） 

 

～乳児クラスの室内遊びの様子～ 

 

 


